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主要事業の概要と実施状況 注）括弧内の数は令和４年度事業計画における数である。 

中災防は、令和４年度においては、新型コロナウイルス感染症の事業への影

響が、令和３年度と同程度となりうることを前提として、同年度の事業実績を

踏まえて達成可能な水準の事業規模及び収入を見積もるとともに、その収入

に応じて支出を抑制するとの考え方に立ち事業計画を策定した。 

この事業計画に基づく事業の実施状況を「研修・セミナー」、「技術サービス」

及び「情報発信」に大別して示せば、概ね以下のとおりであった。 

 

第１ 研修・セミナー 

経営トップ、管理・監督者、安全衛生スタッフ、作業担当者など職場におけ

るあらゆる階層の関係者に対し、労働安全衛生をめぐる最近の動向を踏まえ

ながら、労働基準協会との協力開催を含め、安全衛生水準の底上げのための研

修や専門的な安全衛生課題に対応するための研修を計約 1,680 回（約 1,540

回）、受講人数計約 39,000 人（約 32,900 人）として実施した。 

このうち、主要なものは次のとおりである。 

なお、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策として、身体的距離の確保

等を行うために、必要に応じて１回当たりの受講人数を減じて実施したほか、

オンラインを活用した研修・セミナーの提供に努めた。 

 

１ 労働安全衛生マネジメントシステムに対応した研修 

労働安全衛生マネジメントシステムである ISO45001 及び JIS Q 45100 の

普及を図るため、各地区センターとも連携を図り ISO45001 関連研修を実施

するとともに、研修内容の強化に努めた。また、事業場のレベルに対応した

研修の種類の充実やオンライン化の促進を図った。 

 回 数 人 数 

ISO45001 規格のポイントと実践研修 
7 回  

(8 回) 

57 人  

(160 人) 

基本から実践まで分かる ISO45001 研修（２日間） 
4 回  

(5 回) 

37 人  

(75 人) 

ISO45001 内部監査員養成研修 
31 回  

(22 回) 

762 人  

(470 人) 

その他 ISO 関連研修 
4 回  

(4 回) 

32 人  

(60 人) 

リスクアセスメント研修 

（職場リーダー向け・安全衛生スタッフ向け） 

113 回  

(115 回) 

2,186 人 

(2,418 人) 

機械安全の基礎研修 
5 回  

(5 回) 

70 人  

(100 人) 

その他機械設備安全研修 
36 回  

(36 回) 

706 人  

(790 人) 
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２ 心とからだの健康づくり、メンタルヘルスへの取組のための研修 

   事業場における労働者の健康保持増進のための指針（THP 指針）の改正を

踏まえ、心理相談専門研修について受講対象及びカリキュラムを見直した

ほか、新たに健康づくり推進スタッフ養成研修を実施した。また、パワーハ

ラスメント防止対策、高年齢労働者の健康確保対策等の研修を実施した。 

 回 数 人 数 

心とからだの健康づくり指導者のための実務向

上研修 

35 回  

(34 回) 

1,378 人  

(1,352 人) 

心理相談専門研修 
13 回  

(12 回) 

574 人  

(445 人) 

健康づくり推進スタッフ養成研修（旧産業保健指

導専門研修・産業栄養指導専門研修） 

4 回  

(4 回) 

140 人  

(155 人) 

パワーハラスメント相談窓口担当者研修 基本

コース 

3 回  

(3 回) 

74 人  

(108 人) 

高齢化時代における働く人の健康安全推進セミ

ナー 

3 回  

(3 回) 

48 人  

(90 人) 

産業医のためのレベルアップセミナー 
11 回  

(10 回) 

500 人  

(400 人) 

 

３ 化学物質管理の普及・定着のための研修 

化学物質を取り扱う労働者への安全衛生教育を充実するため、中小規模

事業場の担当者に対して、ニーズに合った研修が受講しやすくなるよう、化

学物質管理関係研修を体系的に実施した。 

また、国の新たな化学物質管理施策に対応した、事業場ごとに必要となる

化学物質管理者等を養成する研修を企画し、地区センター等を含めて、実施

した。 

 回 数 人 数 

管理・監督者のための化学物質管理研修 
14 回  

(14 回) 

331 人  

(308 人) 

化学物質管理者選任時研修（健康障害防止） 
6 回  

(6 回) 

133 人  

(136 人) 

化学物質管理者選任時研修（爆発・火災防止） 
2 回  

(2 回) 

26 人  

(46 人) 

化学物質管理者専門的講習 
7 回  

(7 回) 

435 人  

(224 人) 

化学物質管理者研修（取扱事業場向け） 
5 回  

(0 回) 

272 人  

(0 人) 

混合物のラベル・SDS つくり方研修 
2 回  

(4 回) 

38 人  

(80 人) 

マスクフィットテスト実施者養成研修 
65 回  

(43 回) 

1,780 人  

(1,124 人) 



 

3 

 

４ 「ゼロ災害全員参加運動」の普及のための研修 

経営層の理解に基づく職場自主活動の活性化により、事業場の安全衛生

の向上に資するよう経営層や管理監督者、現場担当者を対象としたゼロ災

運動関連研修を実施した。また、製造業安全対策官民協議会の動向や JIS Q 

45100 を踏まえた研修内容の実施に努めた。 

実施に当たっては、参加者の安心や利便性等を考慮し、３日間の宿泊型研

修について、概ね１日を単位とする研修に分割したものも選択肢として提

供し、受講者は任意の時期に組み合わせて受講することで、ほぼ同等の内容

を履修できるようにした。また、オンラインセミナーを引き続き実施した。 

これらにより、新たな顧客の開拓を図るとともに、積極的な PR により、

「ゼロ災害全員参加運動」の普及拡大を図った。 

 回 数 人 数 

ゼロ災害全員参加運動トップセミナー 
1 回  

(1 回) 

32 人  

(30 人) 

ゼロ災害全員参加運動プログラム研究会 
4 回  

(4 回) 

113 人  

(92 人) 

危険予知活動トレーナー研修会 
122 回  

(106 回) 

3,761 人  

(3,153 人) 

危険予知訓練１日研修 
67 回  

(56 回) 

1,282 人  

(1,026 人) 

指差し呼称関係研修会 
42 回  

(27 回) 

733 人  

(513 人) 

非定常作業の実践 KY 活動セミナー 
4 回  

(4 回) 

65 人  

(80 人) 
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５ 法定教育及び指導者育成・資質向上研修 

高所作業におけるフルハーネス使用の義務化に対応した研修や、石綿障

害予防規則等の改正を踏まえた建築物石綿含有建材調査者の育成のための

研修を実施した。また、職長等に対する安全衛生教育の対象業種に、令和５

年４月から食料品製造業や印刷業等が追加されることを踏まえ、当該業種

における職長等の育成を支援する観点から、ニーズを踏まえつつ、職長教育

や RST 講座の受講を積極的に推進した。 

さらに、安全衛生水準の基盤となる法定教育、指導者育成・資質向上研修

を引き続き着実に実施した。さらに、中災防が自ら実施しない技能講習や特

別教育についても、発行するテキストや教材の充実を通じて登録教習機関

をはじめとする教育実施者を支援した。 

 回 数 人 数 

安全衛生トップセミナー 
2 回  

(2 回) 

70 人  

(70 人) 

危険体感関係セミナー 
26 回  

(25 回) 

540 人  

(450 人) 

安全管理者選任時研修(含安全管理者能力向上

教育) 

95 回  

(89 回) 

2,571 人  

(2,294 人) 

職長教育（含安全衛生責任者教育・職長能力向上

教育） 

130 回  

(111 回) 

3,189 人  

(2,191 人) 

安全衛生教育センターにおける講座 
363 回  

(363 回) 

6,396 人  

(4,962 人) 
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第２ 技術サービス 

安全衛生診断のほか、作業環境の測定、労働安全衛生マネジメントシステム

認証などの技術サービスを計約 7,200 回（約 6,500 回）、ストレスチェック、

化学物質の分析などの技術サービスを計約 284,000 件（約 309,900 件）実施

した。このうち、主要なものは次のとおりである。 

 

１ 安全衛生診断をはじめとする総合的な技術サービス 

安全衛生の専門家である安全・衛生管理士が危険箇所を洗い出し、問題点

等を特定する安全衛生診断を実施し、併せて安全衛生管理体制やリスクア

セスメントのポイントを紹介することにより、事業場の安全衛生への取組

の活性化・継続的な実施を支援した。 

また、安全衛生の専門家を社内教育や講演会の講師として事業場へオン

ラインも活用しつつ派遣し、当該事業場の要望やニーズに合わせた支援を

実施するほか、安全行動調査の結果の有効活用に向けた検討を進めた。 

さらに、これらを含め中災防のサービスを組み合わせて総合的なサービ

スとして提供することにより、個々の企業・事業場や企業グループが抱える

さまざまな課題・テーマに対応し、安全衛生水準の向上につなげた。 

令和４年度の安全衛生診断は、利用事業場を業種別にみたとき、多くを占

めてきた製造業の他へ利用が拡がらず計画を下回ったが、安全衛生講演・教

育を合わせた全体の件数は、計画を大きく上回る実績となった。 

 実績数 

安全衛生診断 254 件 ( 280 件) 

安全衛生講演・教育 2,362 件 (1,932 件) 

 

２ 労働安全衛生マネジメントシステム認証事業 

第三者の立場で公正かつ中立に、労働安全衛生マネジメントシステムの

国際規格である ISO45001、KY 活動・4S・健康づくりの取組など日本独自の

要求事項を加えた日本版規格である JIS Q 45100、JISHA 方式適格 OSHMS の

認証を実施した。特に JIS Q 45100 認証について、その普及及び促進のた

め積極的展開を図った。 

なお、これら認証事業の実施に当たっては、認証が有する公正性を担保す

るよう他の業務との独立を引き続き適切に確保したほか、公益財団法人日

本適合性認定協会（JAB）から取得しているマネジメントシステム認証機関

の認定については、所定の審査を経て、これを維持した。 

 実績数 

ISO45001 認証・JIS Q 45100 認証 96 事業場 (95 事業場) 

JISHA 方式適格 OSHMS 認証 44 事業場 (51 事業場) 
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３ メンタルヘルス、心とからだの健康づくりへの支援 

   中災防ストレスチェックサービスについては、Web によるサービスを拡充

するとともに、オンラインを活用した個別相談会の実施等を行った。また、

ストレスチェックの結果を活用して各事業場の実情に応じた職場環境改善

等の取組への支援を、講師派遣を通じて行うなど中災防の強みを活かした

サービスを提供した。 

また、平成２８年度をピークに利用者が減少していたストレスチェックサ

ービス事業においては、令和５年度から、より利用しやすい料金に改定した

上で、事業場全体を対象とした「健康リスクの評価」について集団集計した

ものを無料オプションで提供することにした。このリニューアルの内容につ

いては、記者発表を行う等、広く周知を行った。 

 講師派遣については、対面での実施に加え、オンラインでの実施も PR し

た。 

 実績数 

中災防ストレスチェックサービス 184,373 人 (215,900 人) 

集団分析 13,429 件  (18,000 件) 

メンタル・THP 講師派遣 618 件     (464 件) 

 

４ 第三次産業（小売業、社会福祉施設、飲食店等）事業場及び中小規模事業

場への支援 

中小規模事業場安全衛生サポート事業は、個別又は集団の中小規模事業

場に安全衛生活動への支援を無料で行う事業であるが、労働災害が増加傾

向にあって、その多くが小規模事業場で占められる第三次産業に対しても

安全衛生への取組の裾野を広げる重要な手段となっている。本年度につい

ては、行政や関係団体と連携・協力しながら、オンラインも活用しつつ支援

に取り組んだ。また、企業・団体等の全体の強み・弱みを洗い出し、安全衛

生改善計画の作成から教育の実施まで一貫して総合的に支援する企業・業

界団体等安全衛生総合支援事業に取り組んだ。 

 実績数 

中小規模事業場安全衛生サポート事業（集団支援）（補

助事業） 
326 件 (200 件) 

中小規模事業場安全衛生サポート事業（個別支援）（補

助事業） 
673 件 (915 件) 

企業・業界団体等安全衛生総合支援事業（補助事業） 5 集団 (7 集団) 
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５ 作業環境管理及び化学物質管理への支援 

適切な作業環境測定の実施及びその評価に引き続き取り組むとともに、

その精度管理の維持向上に努めた。令和４年度は、企業から、既に利用して

いる事業場以外の事業場を追加しての依頼があったこと等から、計画を上

回る件数を実施した。 

さらに、尿中、血液中、毛髪中の化学物質又は代謝物の分析や、空気中や

建材中の化学物質や有害物の測定・分析を適切に行うとともに、測定分析手

法の開発に取り組んだ。 

加えて、アーク溶接作業について、溶接ヒュームの測定を継続して実施す

るとともに、呼吸用保護具のフィットテスト（令和５年４月義務化）を実施

する人材の育成に取り組んだ。 

なお、これらの活動に当たっては、その課題の解決に向けた提案や、関連

するサービスの提供などの更なる支援に努めた。 

また、化学物質管理施策に関する国の動向を常に注視し、中小規模事業場

をはじめとする事業場の支援ニーズに適切に対応できるよう準備した。 

 実績数 

作業環境測定 
1,889 事業場  

(1,695 事業場) 

試料分析（生体・非生体） 
43,009 検体  

(42,974 検体) 

 

６ 海外進出企業への支援及び国際協力 

  開発途上国政府機関等への技術研修、アジア地域における海外進出企業

の安全衛生活動を支援する「アジア安全衛生 SAKURA プロジェクト」、海外進

出企業等の間で取組・経験等の共有を促進する情報交流会、ホームページに

よる海外の安全衛生情報の提供に取り組んだ。 

   また、アジア地域における海外進出企業にゼロ災運動をはじめとした日

本の安全衛生活動の手法に関する研修や技術サービスを実施するなど海外

進出企業への支援を強化したほか、太平洋労働安全衛生機構（APOSHO）の年

次会議に出席し、海外の安全衛生機関や関係者との情報交換、交流を図っ

たことにより、安全衛生分野における国際協力・交流を促進した。 

 実績数 

JICA 受入研修 
政策向上 1、国別コース 0 

(政策向上 1、国別コース 0) 

アジア安全衛生 SAKURA プロジェクト 
タイを対象に 1 回実施  

(タイを対象に 1 回実施) 

海外進出安全衛生情報交流会 
国内 2 回、海外 0 回  

(国内 2 回、海外 1 回) 
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第３ 情報発信 

全国産業安全衛生大会及び緑十字展の開催や専門図書等の発行などを通じ

あらゆるニーズに対応した最新の情報発信に取り組んだ。 

このうち、主要なものは次のとおりである。 

 

１ 全国産業安全衛生大会及び緑十字展の開催 
全国産業安全衛生大会及び緑十字展は、我が国の労働安全衛生の向上、災

害の防止・減少、働く人の健康づくりに大いに貢献する学習・情報提供の場

である。加えて、「労働安全衛生に携わる企業・事業場の担当者・作業者・

管理者のプレゼンス向上」、「行政の労働安全衛生施策の検討・考察・啓発や

労働災害防止計画の実行・目標達成」、「中災防の経営理念実践・存在感の高

揚・事業拡充・人材育成」、「中災防のステークホルダーとの融和・相互信頼

の醸成」にも大いに資するものである。 

令和 4 年度は、第 81 回全国産業安全衛生大会を 10 月 19 日から 21 日ま

での３日間、「太宰府の地 皆で学んで高めよう 安全・健康の知恵」をテ

ーマに掲げ、労働基準協会の協力を得て福岡において開催した。職場におけ

る感染症予防対策や新しい働き方等に着目した発表・講演を多数企画するな

ど with コロナ時代に対応した大会を目指した。また、開催方法については、

開催意義の原点に立ち返り現地開催を主体としつつ、前東京大会での実績も

踏まえ、現地開催の内容とは異なるプログラムをオンデマンド配信により提

供した。 

国内最大の安全衛生の展示会である緑十字展は、最新の安全衛生保護具、

機器等を展示し、機器、設備面からの事業場の安全衛生水準の向上を推進す

るイベントである。本年度においても、全国産業安全衛生大会と併催し、よ

り一層効果的・一体的に運営するほか、IoT や第４次産業革命といった最新

のイノベーションに関する展示に取り組んだ。 

全国産業安全衛生大会は、計画人数を下回る結果となったが、前年度より

も入場者数が増加し、また、同時開催の緑十字展は、過去最多数の出展者の

参画を得て、来場者も多数に上る結果となった。 

 実績数 

全国産業安全衛生大会 7,772 人 (10,000 人) 

緑十字展 
18,509 人 (12,000 人) 

786 小間 (700 小間) 
 

２ 「製造業安全対策官民協議会」の牽引と成果の普及 

  「製造業安全対策官民協議会」（厚生労働省・経済産業省・中災防と主要

10 業界により構成）を中心的に牽引した。ワーキングループでの検討テー

マ（①リスクアセスメントの共通化、②設備の点検・補修・更新基準の共通

化、③安全対策の経済効果、社会的評価、④安全教育の体系的プログラムの
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策定）の具現化を目指すとともに、「デジタル技術を活用した安全対策事例

の収集」や「労働安全衛生マネジメントシステムの動向の把握」に取り組ん

だ。 

中災防としては、当該協議会の成果を、全国産業安全衛生大会（特別セッ

ション）の場等を通じ、積極的に発信した。 

なお、令和５年３月に開催された当該協議会において、平成 28 年（2017

年）３月に発足以来の活動成果を総括し、区切りとした。その上で、今後は、

各社、各業界（構成団体）単位で協議会の成果を活用しつつ安全対策を進め、

また業種横断的な取組として全国安全衛生大会において安全対策の先進事

例を紹介・共有することを申し合わせた。 

 

３ 機関誌・図書・用品の発行・制作 

  利用者や外部識者等に情報収集を行い、新型コロナウイルス感染症対策

やコロナ禍における安全衛生上の課題など事業場の関心やニーズの動向を

的確に捉えた機関誌・図書・用品を発行・制作するとともに、販売キャンペ

ーンを拡充した。 

  機関誌については、ホームページ等を積極的に活用し、既存購読者の維

持及び新規購読者の獲得に向けて取り組んだ。図書・用品については、顧客

の関心度の高い時宜を得たテーマの新刊図書を発行し、既刊テキスト等の

必要な改訂を行うとともに、電子版コンテンツや外国人労働者関係図書・用

品の開発、顧客ニーズに対応した特別注文品の企画制作等に取り組んだ。 

  特に、電子版コンテンツの中でも動画の開発に力を入れ、既存の普及啓

発資料（小冊子・ポスター等）を活用しながら、顧客への提供を目指した。 

 実績数 

定期刊行物の発行 

（「安全と健康」、「安全衛生のひろば」、「安全衛生か

べしんぶん」） 

48 点 ( 48 点) 

技能講習・特別教育用テキスト等の提供 

うち新刊 

   改訂 

59 点 ( 59 点) 

2 点 (  3 点) 

9 点 ( 15 点) 

資格試験受験用テキストの提供 

 うち新刊 

   改訂 

12 点 ( 12 点) 

0 点 (   0 点) 

7 点 (   7 点) 

安全衛生一般図書類（新刊） 

安全衛生一般図書類（改訂） 

20 点 ( 26 点) 

13 点 ( 12 点) 

用品類（新作ポスター、のぼりほか） 78 点 (  80 点) 

電子版コンテンツ 50 点 (  53 点) 
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４ 広報活動 

   「中災防の顔」である中災防ホームページについて、顧客視点でより一層

の充実に取り組んだ。 

   また、中災防のブランド力、認知度の向上につながるメディア発信・マス

メディアとの連携強化に引き続き積極的に取り組んだ。 

さらに、企業・業界団体、経営者団体等の窓口・機関紙や業界紙等を利用

した広報活動を効果的に実施するとともに、動画等を含め IT メディアを利

用した広報活動にも取り組んだ。 

   なお、労働基準協会と連携し、中小規模事業場を対象とした安全衛生に 

関する相談・情報提供機能の一層の充実を図った。 

 

５ 労働安全衛生マネジメントシステムの普及 

労働安全衛生マネジメントシステムに関する指針、ISO45001 及び JIS Q 

45100 の事業場への普及・促進を進めるため、厚生労働省等の行政機関や業

界団体等と連携して、普及促進会議の設置や導入状況調査、各種説明会等を

実施するとともに、ISO 規格の見直しを行う ISO の委員会に引き続き日本代

表として参加した。 
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第４ 事業運営の総括 

令和４年度を振り返ると、コロナ禍の収束を見るには至らなかったが、行動

制限が緩和され、社会経済活動が回復したことによる需要の回復により、事業

ごとの好不調の差を残しつつも、中災防全体では、事業計画を大きく上回って

達成することができた。主要事業のうち、原点に回帰して安全衛生関係者の現

地での交流に重点を置いた方式により開催した第 81 回全国産業安全衛生大会

と、過去最多数の出展者の参画を得て、来場者も多数に上った同時開催の緑十

字展は、中災防事業のコロナ禍からの回復を印象付ける結果となったものと

言えよう。 

この間、コロナ禍を契機に中災防事業における構造的リスクが明らかとな

ったことを踏まえ、令和４年度を通じ、事業別・部門別の業績管理などのマネ

ジメントの改善、オンラインでのサービス提供、新たな課題に対応した新規事

業の立ち上げ、非効率業務の改善、安全性を維持しながら利便性を高めたイン

ターネット利用環境の整備、研修システムや経理システムの刷新・統合及びク

ラウドサービスの導入をはじめとするシステム改善など、さまざまな効率化

施策を進めることができた。 

こうした取り組みと並行して、平成 30 年度を初年度とする５年間の中期事

業計画の最終年度に当たり、変化の激しい昨今の情勢に対応すべく計画期間

を向こう３年度間に短縮し、「中災防事業の着実な再生と基盤整備」に計画的

に取り組みながら、重点事業を推進していく基軸となる、新しい中期事業計画

を策定した。 

以上を総括すると、令和４年度は、中災防事業の着実な再生と基盤整備に踏

み出すことができたものと考えられる。同時に、事業運営の各局面においては、

業務の効率化などでなお取組が不十分と考えられる点も少なくないことから、

令和５年度以降は、新たな中期事業計画を各年度の事業計画において具体化

し、その推進結果を次年度以降の業務運営に反映していく継続的な取組が必

要である。 

 



回数 人数

【基本】
マネジメントシステムリーダー研修 9 86
システム監査実務研修 6 55
安全衛生スタッフ向けリスクアセスメント実務研修 56 1,150
職場リーダー向けリスクアセスメント研修 57 1,036
OSHMS内部監査者養成研修 10 221

【レベルアップ】
JISHA方式OSHMS評価員養成研修 1 5

【ISO45001】
ISO45001導入のための基礎研修 4 32
基本から実践まで分かるISO45001研修（2日間） 4 37
ISO45001規格のポイントと実践研修 7 57
ISO45001内部監査者養成研修 31 762
OSHMSによる安全衛生管理セミナー 5 69
リスクアセスメントセミナー 9 265

小計① 199 3,775

機械安全の基礎研修 5 70
～設計技術者・生産技術管理者のための～機械設備のリスクアセスメント実務研修 5 71
～設計技術者・生産技術管理者のための～機械設備のリスク低減研修 5 76
機械災害に学ぶ法令研修 6 89
設計技術者の機械の安全原則研修 2 29
設計技術者の電気・制御安全研修 2 30
動力プレス機械特定自主検査指針研修 6 213
機械安全入門研修 5 118
既存機械への機械安全の適用に関する研修 5 80

小計② 41 776

【基本】
事業場内メンタルヘルス推進担当者養成研修 16 447
管理監督者・職場リーダーのためのメンタルヘルスのラインケアセミナー（１日） 9 199
管理監督者・職場リーダーのためのメンタルヘルスのラインケアセミナー（半日） 4 26
ストレスチェック実施者養成研修 5 106
ＴＨＰ指導者養成専門研修（心理相談専門研修） 13 574
職場のメンタルヘルス基礎研修会 1 18
パワーハラスメント相談窓口担当者研修（基本コース） 3 74

【応用】
ストレスチェック結果からの職場環境改善セミナー 5 64
メンタルヘルス教育に活かす認知行動スキルセミナー 3 91
事例から学ぶ職場のメンタルヘルスセミナー 4 137
産業医のためのレベルアップセミナー 11 500
メンタルヘルス教育に活かすセルフケア技法研修 3 65
パワーハラスメント相談窓口担当者研修（相談対応コース） 3 47
働く人の健康づくりオンラインセミナー 6 202

小計③ 86 2,550

【基本】
高齢化時代における働く人の健康安全推進セミナー 3 48
転倒災害防止のための身体機能向上セミナー 4 31
健康づくり推進スタッフ養成研修 4 140

【応用】
心とからだの健康づくり指導者のための実務向上研修 35 1,378
特定保健指導実践者育成研修～保健指導実施者初任者・経験者向け～ 4 205
健康測定実践セミナー 4 166
労働衛生講座（産業医学研修会） 19 935
産業医のためのスキルアップセミナー（生涯研修） 4 122
産業医認定研修（生涯／実地） 8 177

小計④ 85 3,202

令和４年度事業一覧

【研修・セミナー】 研修・セミナー名

健康づくり・からだの安全関連研修

R4合計

リスクアセスメント/OSHMS関連研修

機械設備安全研修

メンタルヘルス関連研修
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令和４年度事業一覧

回数 人数

【導入研修】
化学物質管理の初歩研修 1 9

【普及研修】
管理・監督者のための化学物質管理研修 14 331
化学物質管理者選任時研修（健康障害防止） 6 133
化学物質管理者選任時研修（爆発・火災防止） 2 26
化学物質管理者選任時研修（新カリキュラム） 5 334
化学物質管理者研修（取扱事業場向け） 5 272
化学物質管理者専門的講習 2 101

【専門研修】
混合物のラベル・SDSつくり方研修 1 38

【企画セミナーなど】
ダイオキシン類作業指揮者養成研修 18 357
ＳＤＳの読み解き方＆化学物質リスクアセスメント研修 1 30
マスクフィットテスト実施者養成研修 65 1,780
マスクフィットテスト　フォロー研修 1 19

小計⑤ 121 3,430

ゼロ災害全員参加運動トップセミナー（1泊2日） 1 32
ゼロ災害全員参加運動プログラム研究会（プロ研）（2泊3日コース） 4 113
危険予知活動トレーナー研修会（3日間コース） 13 488
危険予知活動トレーナー研修会（2.5日間コース） 2 36
危険予知活動トレーナー研修会（2日間コース） 107 3,237
危険予知活動リーダー研修会（2日間コース） 18 349
危険予知訓練（活動）1日研修 8 187
危険予知訓練1日研修 59 1,095
指差し呼称の定着研修会（半日） 41 723
指差し呼称定着へのすすめ方研修会 1 10
KYT研修会 6 169
実践非定常作業のKY活動セミナー 2 55
非定常作業の実践ＫＹ活動セミナー 2 10
KYTをわかりやすく教えるためのセミナー 2 25
中災防公認KYTインストラクター等能力向上セミナー 2 14
安全運転のための危険予知活動実践セミナー 3 32
実践ヒヤリ・ハットKY活動セミナー 5 87
医療安全のための危険予知活動実践セミナー（2日間） 1 7
JISQ45100を活用して職場自主活動の更なる充実で災害ゼロ 2 24
KYTの手法で学ぶﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ防止とシステム障害ゼロの職場風土づくり 2 9
KYTの添削の仕方を学ぼう 2 13
コーディネーターと楽しく「KYT基礎4ラウンド法」をやってみよう！ 2 28
ヒヤリ・ハット活動定着のカギ～KY活動への効果的な活かし方～ 4 154
見直そう！KYTとリスクアセスメント 2 38
高年齢労働者を守る安全の再教育とKYT 2 54
今さら聞けないKYTの基本 3 64
新入者のためのはじめてのKYT研修 2 62
熱中症の予防対策と危険予知活動 2 28
目からウロコ！KYT基礎4ラウンド法の指導用ツール 3 76
コミュニケーションを活かした問題解決力向上セミナー 2 33
危険予知活動トレーナー能力向上セミナー 2 15
職場自主活動（KY・指差し呼称・ヒヤリ・ハット）の定着・活性化セミナー 2 31
日々の安全活動に活かすリスクアセスメントとKYT研修会 3 68
未熟練労働者のためのKYを含めた安全衛生教育 2 23

小計⑥ 314 7,389

化学物質管理関連研修

ゼロ災関連研修

【研修・セミナー】 研修・セミナー名
R4合計
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令和４年度事業一覧

回数 人数

【経営トップ層向け】
安全衛生トップセミナー 2 70
総括安全衛生管理者セミナー 5 130
経営幹部のための安全衛生セミナー 1 21
経営者・管理者のための安全衛生セミナー 1 32
経営首脳者のための安全衛生セミナー 1 29

【法定研修】
安全管理者選任時研修 94 2,562
職長教育（安全衛生責任者教育を含む） 111 2,856
除染等業務特別教育 2 30
除染等業務作業指揮者教育 1 4
フルハーネス型墜落制止用器具特別教育 70 1,661
衛生工学衛生管理者講習 20 502
職長の能力向上教育セミナー（職長能力向上教育） 19 333
特定化学物質作業主任者能力向上教育 1 3
安全管理者能力向上教育 1 9
新人安全衛生教育（新入者安全衛生教育） 1 12
建築物石綿含有調査者講習 22 889

【その他】
危険体感教育実践セミナー 26 540
産業医のための労働衛生管理セミナー 2 94
熱中症（予防・予防対策・防止対策）セミナー 9 210
リフレッシュ安全衛生委員会セミナー 3 36
職場巡視・点検セミナー 18 338
ヒューマンエラー対策実践セミナー 3 66
安全衛生配慮義務研修会 1 29
非定常作業の災害防止講習会 2 19
衛生管理研修会「簡易測定器を用いた環境評価」 1 6
衛生管理者職務の進め方実務研修 2 27
作業手順書セミナー 2 49
ヒヤリ・ハット活用セミナー 3 70
安全衛生法令セミナー 4 126
災害事例に学ぶ原因分析・対策セミナー 2 46
動力プレス機械特定自主検査事業内検査者研修講座 6 119
新任衛生管理者実務研修会 1 24
安全衛生管理1日セミナー 6 121
安全衛生管理半日セミナー 1 14
ヒューマンエラーとヒヤリ・ハット研修会 2 29
衛生管理者実務研修会 2 44
安全衛生研修会 2 22
安全管理者ステージアップ講座 2 24
労働衛生管理基礎講座 2 46
「危険の見つけ方のコツ」セミナー 1 14
作業手順書の作成と活かし方セミナー 3 38
ヒューマンエラー災害防止対策セミナー 2 39
労働安全衛生総合講座（選択コース） 4 111
職場におけるパワーハラスメント防止対策研修 2 18
安全衛生半日研修会(オンライン) 2 24

小計⑦ 468 11,486
合計Ａ 1,314 32,608

安全衛生教育一般研修

【研修・セミナー】 研修・セミナー名
R4合計
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令和４年度事業一覧

回数 人数

一般 53 922
建設 70 1,284

小計⑧ 123 2,206

安全管理前期コース 1 11
安全管理後期コース 1 12
専任安全管理者コース 2 27
安全管理者選任時研修講師養成コース 6 105

小計⑨ 10 155

衛生工学衛生管理者コース（5日間） 10 183
衛生工学衛生管理者コース（4日間） 14 298
衛生工学衛生管理者コース（2日間） 3 61
メンタルヘルス教育研修トレーナーコース 2 23

小計⑩ 29 565

新入者安全衛生教育トレーナーコース 2 30
安全衛生関係法令コース 4 56
安全衛生担当者コース 1 13
経営者安全衛生セミナー 2 40

小計⑪ 9 139

安全心理コース 2 25
静電気安全対策コース 1 17
現場指導力向上コース 1 4
局所排気装置等設計コース 2 32
技能講習等講師教育技法向上研修コース 1 6
安全衛生教育指導者レベルアップ現場実践コース 1 8
危険体感教育指導者育成コース 2 24

小計⑫ 10 116

動力プレス・シャー業務特別教育インストラクターコース 3 53
産業用ロボット特別教育インストラクターコース 19 351
アーク溶接等特別教育インストラクターコース 8 102
研削といしの取替え等業務特別教育インストラクターコース 8 147
粉じん作業インストラクターコース 7 123
局所排気装置等定期自主検査インストラクターコース 2 27
ダイオキシン類作業従事者特別教育インストラクターコース 5 83
有機溶剤業務従事者教育インストラクターコース 6 110
情報機器作業労働衛生教育インストラクターコース 2 34
腰痛予防労働衛生教育インストラクターコース（総合） 2 30
腰痛予防労働衛生教育インストラクターコース（福祉・医療） 1 7
酸素欠乏危険作業等特別教育インストラクターコース 6 111
電気取扱作業特別教育インストラクターコース（低圧） 12 216
熱中症予防労働衛生教育インストラクターコース 5 73
振動工具取扱作業者安全衛生教育インストラクターコース 3 57
石綿使用建築物解体等業務特別教育インストラクターコース 1 18
携帯用丸のこ盤作業従事者安全教育インストラクターコース 3 45
足場の組立て等業務特別教育インストラクターコース 6 114
ロープ高所作業特別教育インストラクターコース 1 14
フルハーネス型墜落制止用器具特別教育インストラクターコース 15 264
建築物石綿含有建材調査者講習インストラクターコース 11 174
建築物石綿含有建材調査者講習(2日間コース) 6 312
特定化学物質等作業主任者能力向上教育インストラクターコース 4 39

小計⑬ 136 2,504

動力プレス検査員研修コース 5 82
動力プレス事業内検査者研修コース 9 157
フォークリフト事業内検査者研修コース 3 46

小計⑭ 17 285

局所排気装置等定期自主検査者研修コース 6 109
小計⑮ 6 109

特別研修講座 8 137
リスクアセスメント（補講） 4 22
安全衛生責任者教育講師養成講座(補講) 5 59
事業場等受託講座 6 99

小計⑯ 23 317
合計Ｂ 363 6,396

総　計 1,677 39,004

特定自主検査講座

定期自主検査講座

特別研修講座

RST講座

安全管理講座 

衛生管理講座

安全衛生管理講座

安全衛生専門講座

特殊教育インストラクター講座

R4合計
【研修・セミナー】 （東京・大阪安全衛生教育センター）　研修・セミナー名
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回数 人数

安全衛生診断（地区） 254 -

安全衛生教育（地区） 911 -

安全衛生講演（地区） 248 -

安全衛生教育・講演（本部） 61 -

安全衛生管理支援サービス 167 -

リスク／MS出張研修 109 -

機械設備出張研修 15 -

ゼロ災個別事業場指導 195 -

産業医認定研修等 4 -

安全行動調査 - 43,902

小計① 1,964 43,902

ISO45001認証　初回審査 19 -

ISO45001認証　サーベイランス審査 62 -

ISO45001認証　更新審査 14 -

ISO45001認証　その他 1 -

JISHA方式適格OSHMS認証事業　新規 0 -

JISHA方式適格OSHMS認証事業　更新 44 -

レベル評価サービス（J-First） 0 -

小計② 140 -

ストレスチェック（総合版：紙受検） - 5,998

ストレスチェック（総合版：Web受検） - 1,120

ストレスチェック（80項目版：Web受検） - 564

ストレスチェック（標準版：紙受検） - 157,809

ストレスチェック（標準版：Web版） - 18,882

集団集計 - 13,429

メンタル・THP講師派遣 618 -

THP指導者登録 1,529 -

小計③ 2,147 197,802

中小規模事業場労働安全衛生評価事業（GSC）　新規 0 -

中小規模事業場労働安全衛生評価事業（GSC）　チャレンジ（更新）他 36 -

中小規模事業場安全衛生サポート事業（集団指導） 326 -

中小規模事業場安全衛生サポート事業（個別指導） 673 -

企業・業界団体等安全衛生総合支援事業 5 -

小計④ 1,040 -

化学物質管理支援事業 35 -

作業環境測定（地区） 1,889 -

分析（生体試料） - 34,023

分析（非生体試料） - 8,986

小計⑤ 1,924 43,009

合計 7,214 284,713

作業環境管理及び化学物質管理支援

総合的な技術サービス

OSHMS認証など

ストレスチェックサービス及びその関連

令和４年度事業一覧

【技術サービス】 技術サービス名
R4合計

第三次産業及び中小規模事業場支援
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